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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・6/20（水）～21（木）　第一班職員旅行

・6/20（水）～21（木）　看護学生が見学のため来所予定

・高阪博英様(61歳、アルコール依存症)外来通院日に合わせ、明日から毎週火曜日デイケア利用開始

・寺澤　彩様　デイケア利用の希望あり、来週見学予定（日程は外来で調整するとのこと）

＜青明舎情報交換＞

佐藤　朗子　様～仕事場の同僚への不満を訴えている。本人の話を聞くため、今月より訪問日を月2回に増やして対応している。6/12(火)訪問した際には、｢昨日は同僚が嫌だから仕事を半日休んだ｣と話している。社会人として不適切な行動であることを伝えた上で、同僚に気持ちを伝えてみてはどうか提案している。本人は、ミーティングで皆に話す事は抵抗なく出来るとの事で、ミーティングの場を利用し自分の思いを伝えることとしている。ミーティングの場で上記内容について発言する事は、事業所担当に伝えている。

松川　順子　様～年金決定通知書を受け取っている。７月中に診断書の提出をしなければならないがどうしたらよいか、とスタッフに相談している。診断書提出に関しては、病院に確認するよう伝えている。
高柳　和子　様～膝痛があり、痛みを数値で表すと、以前は10割くらいだったのが、今は6～8割くらいとのこと。気分の落ち込みについては、頓服薬を飲んでスーパーで買い物をすると回復した、とのことで、うまく切り替えができている事を評価している。また、携帯電話に知らない番号から電話がかかってくるとのことで、知らない番号には掛け直さないよう伝えている。

久保　興介　様～仕事をする上で集中力が続かない事を不安に感じており、仕事について主治医に相談してみる、とのこと。⇒「新聞配達をしてみたい」と主治医に相談したところ、主治医は「そうですか」と返答したとのこと。

我満　奈津紀様～定期訪問時、｢精神的にというより体が疲れている｣｢土日に(娘の)体育祭に付き添わなくちゃいけない｣と話されている。身体面での疲れはあるが、精神面は比較的安定している様子。

上川原　豊　様～6/16(土)定期訪問時、親戚の葬儀等あり忙しかったと話されている。体調は良く、変化は無いとのこと。デイケア利用時は、毎日弁当を手作りして持参しているが、苦にならず継続できている、とのこと。

川口　八寿子様～6/16(土)うみねこ幸房のイベントがあり、いつもよりも掃除を多くしたり、受け付け担当だった為心配だったと話されている。その他、特定利用者様からの電話が増えて困っていると話されている。電話を掛けてくる相手は、｢今上がってるの｣と気分高揚さを自覚しているとのこと。また、携帯電話に知らないアドレスや番号で連絡がきて、無視していたら『警察に訴える』とメールがきた、と相談している。着信拒否しても違う番号でかかってくる可能性があるため、無視するようアドバイスすると｢そうですね｣と納得されている。

久保　清美　様～洗濯ネットでジャンパーなどを洗濯したところ、こびりついていた汚れもきれいに落ちたと報告されている。テーブルに市営住宅のパンフレットが上がっており、今後姉様に相談していく予定とのこと。家計簿はきちんと整理されており、菓子類の購入はない。

平　　京子　様～外来受診時、キノコ類も摂取するよう指導されたが、どのように摂取したらよいのかわからないとのことで、なかなか購入せずにいる。キノコ料理の作り方や、フラット利用時に一緒にレシピ探しをすることとしている。

赤石　陽介　様～作業所移行に伴い、置き忘れたロッカーの荷物や、受給者証を幸房へ取りに来るよう連絡しているが、電話口で｢いつでも大丈夫です｣と答えるものの、一向に来所がないとのこと。継続して促していく。

中村　茂　様　～排泄が近いが、グループホームのトイレが毎朝混雑するため、尿瓶あるいはポータブルトイレを、本人が家族に依頼している。通所の体験利用については、いつまで体験利用を行なうのか、デイケアとデイナイトどちらを利用するのかを、今週中に三浦さんに確認していく。

繁名　和恵　様～北病棟入院患者様の妄想の対象となっており、｢自分の娘だ｣と思われているよう。通所隣りの畑に来たり、単独外出も許可されている患者様の為、接触に注意していく必要がある。

八木橋　牧雄様～うみねこ幸房より、飲酒しているようだとの情報提供あり。ナイトケアでも、先週一週間のうちで、顔が赤かったり熱があったり、手指震顫が見られていた。飲酒について確認すると、｢いっぱい飲んできた｣と茶化すように話していたが、居酒屋へ行ったり晩酌をするなど、定期的に飲むようになっていたと打ち明けている。幸房やナイトケアの定期的な利用がストッパーとなっている、とも話されており、そうした事柄を意識して生活するように伝えている。また飲酒した際には、隠さずに伝え、連続飲酒を防ぐよう心掛けるように伝えている。

平　　康子　様～昨日(日曜)から急に腰が痛みだした、とデイケアを休まれている。青明舎スタッフには、腰痛は土曜日からと話している。最近、デイケア利用時も寝ていることが多く、グループホームでも部屋にこもっているようで、活動性の低下が見られている。

種本　サハ　様～デイナイトケアで、本日よりなごみの食事利用を開始している。食事は義歯を外して摂取しており、義歯が合っていない可能性をスタッフが何度か指摘するも、歯科受診を渋っている状況。

＜利用者様情報＞

稲垣　ふき　様～青風荘にて、椅子から立ち上がる際に足を捻ってしまい、腫脹と痛みがあるとのことで、本日デイナイトケアを欠席している(食事には来られている)。明日整形外科を受診予定。

＜疾患別診療計画書の検討＞

高柳　和子様（52）統合失調症　主治医：田名部Ｄｒ

入院歴

1 S50.2～S50.4　八戸赤十字病院

2 S50.12～S51.2　　〃

3 S55.9～S55.11　　〃

4 S56.1～S56.4　北陽病院

5 S56.7～S56.9　　〃

6 S57.2～S57.4　　〃

7 H元6～H元7　八戸赤十字病院

8 H3.5～H3.7　　　〃

9 H5.9～H5.10　　　〃

10 H6.4～H6.10　　　〃

11 H6.12～H7.7　　　〃

12 H7.7～H9.5　　三沢聖心会病院

13 H9.5～H9.7　　八戸赤十字病院(肺化膿症)

14 H9.7～H11.1　 三沢聖心会病院

15 H11.1～H11.8　八戸赤十字病院

16 H19.8～H19.8　　〃(胆石)

17 H19.8～H20.9　　〃( 〃 )

治療歴

・H21.1.7～　青陽館デイケア利用

・H20.11.14～H22.9.30　青山荘入所

利用目的

病状を安定させ、継続して単身生活を送る

長期目標

利用目的と同様

中期目標

①不安や悩みを伝えられるようにする

②体重増加しないようにする

短期目標

①不安となる原因を探り、対処法を検討する

②規則正しい食生活をし、運動を行なう

治療計画

①不安や悩みの有無を確認し、対処法を検討する。頓服薬の服用状況を把握する。

②運動プログラムへの参加と食事や間食についての振り返りを行ない、体重増加を防ぎ、体重管理を行なう。

現　状

· S52.2本人16歳時に発症（不眠、食欲不振、滅裂言動）

· 入院前は、特に夏･冬に頭がぼーっとする

· 不調は自分で気付く事ができる

· 膝痛(運動できない)ため家にいることが多い

· 環境の変化に弱い

· 不安感があると落ち着かなくなるが傾聴によって安心できる

· 体重増加防止のため、体重管理している（6/1 wt63.9kg  先月より1.5kg増）

· 基本的生活習慣の習得、対人関係の改善、病識の確立、社会資源の利用を目指す

· 兄弟･おばからの支援はあるが、兄弟は忙しさにて協力が得られない事もある

· 兄弟の協力が得られず落ち込み、青明舎へ電話相談することもある

· 落ち込み時はリスパダール服用しているが、効力低下を恐れ、服用を控える事もある

· スタッフ対応を気にされ、依存傾向も見られる

検討結果

　スタッフへの相談のタイミングをはかるのが難しく、個別対応するとスタッフを限定して依存的になる傾向があるため、不安や悩みの確認は、オープンな場所で他利用者様とも話を繋げていけるよう行なっていく。

＜外来情報＞

繁名　和恵様～強い眠気、頭重感の訴えがあり、後ろに倒れこみそうになると訴えている。また、「薬の副作用が…」「幻聴が…」などとまとまり無く話されている。夜はよく眠れているとのこと。薬の飲み方に変更があり、昼食後薬が減量になったとの事。

